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中　村　洋　平（引原教授）「 高周波応用のための SiC パワーMOSFET の特性測定とデバイスモデリ
ング」


































































































































温　　　一　凡（掛谷准教授）「 La 置換 Bi2Sr2CaCu2O8+δ 固有ジョセフソン接合におけるテラヘルツ
発振」




鵜　沢　　　旭（掛谷准教授）「 テラヘルツ時間領域分光法を用いた 1212 型銅酸化物高温超伝導体の高
周波伝導度に関する研究」




















岩　井　亮　憲（竹内教授）「 Enhanced Second-harmonic-wave Generation in Plasma-metamaterial 
























藤　原　寛　朗（木本教授）「高温動作 ICを目指した半絶縁性SiC 基板上相補型 JFET の作製」
Si の限界を越える高温動作 IC の実現を目指して、SiC を用いた相補型 JFETを提案した。半絶縁性
SiC 基板にイオン注入することにより形成した n型、p型領域の電気的性質（電気的活性化率、移動度）
が良好であること、および本プロセスで作製した SiC JFETが高温で動作することを実証した。
山　田　恭　輔（木本教授）「 高耐圧 SiC PiN ダイオードの性能限界の検討およびキャリア寿命制御が
特性に及ぼす影響の評価」
10 kV超級の高耐圧SiC PiNダイオードの設計、作製、および特性解析の研究に取り組んだ。シミュレー
ションにより SiC PiN ダイオードの性能限界を明らかにし、その物理的要因を考察した。また、キャリ
ア寿命制御を施したダイオードを作製し、その静特性と動特性を解析して新たな知見を得た。
黄　　　雲　飛（山田教授）「液中原子間力顕微鏡を用いた生体分子の構造観察と機能計測に関する研究」


































































































広いバンドギャップ（3.7 eV）を持つコランダム構造 In2O3 薄膜の電子デバイス応用を目指し、キャ
リアガスへのオゾン導入とポストアニールにより酸素欠陥の低減と移動度の向上を達成し、ドレイン電





SnO2 コーティング膜の大気下成膜を達成した。PEFC として 750h 以上の連続発電を実証し、今後
SUS/SnO2 界面の制御により実用レベルの SUS製セパレータが実現できることを示した。
情報学研究科　知能情報学専攻




















Arseny Tolmachev （黒橋教授）「 Automatic Extraction of Diverse and High-quality Example Sentences 








































坂　口　晃　一（守倉教授）「 Radio Resource Allocation for Wireless Networks with Microwave Power 




























































































白　　　定　勳（石井教授）「 Descriptive, Generative, and Hybrid Approaches for Neural Connectivity 


























Yongxin Wang（下田教授）「 A Proposal and Evaluation of Presentation Methods on AR-based Support 



















藤　井　巧　哉（下田教授）「 An Auto-multiscopic 3D Display using Light Diffusion within 3-dimen-





























橋　本　真　幸（土井教授）「 {100}<001> 集合組織Cu テープ上にNbドープ SrTiO3 を導電性中間層
として配置した新規構造YBa2Cu3O7 超伝導線材の開発」
{100}<001> 集合組織 Cu テープ上に Nb ドープ SrTiO3 をエピタキシャル成長させ、その上に
YBa2Cu3O7 超伝導薄膜をエピタキシャル成長させる新規な構造により、高性能低コストな高温超伝導
線材の開発を試みた。中間層および超伝導層の膜厚および成膜条件の最適化を行い、新規構造において
も従来構造と同等の高い臨界電流密度（2.6 × 106A/cm2　at 77 K）が得られることを実証した。























張　　　　　馳（白井教授）「 Comparison of Current Limiting Characteristics of Transformer Type 















比　嘉　大　輔（白井教授）「 Basic Study for Improvement of Recovery Characteristics of Supercon-










岸　川　英　樹（長﨑教授）「 ヘリオトロン Jにおける Ka バンドマイクロ波反射計を用いた電子密度
揺動 2点同時計測」



















































































数 900MHz 帯、アンテナ間距離 18cm以下のとき、伝送効率目標値 28%以上を達成した。
塚　本　　　優（篠原教授）「車両上部マイクロ波給電システムの受電アンテナ及び安全性に関する研究」
停車中大型車両へのマイクロ波給電システムの実現に向け、周辺への電力漏洩を低減するための受電
アンテナおよび安全性に関する研究を行った。FDTD法を用いた計算機実験により、受電アンテナアレー
各素子の放射インピーダンスを調整することで、受電効率 99%以上を達成した。
西　村　貴　希（篠原教授）「GaNショットキーバリアダイオードを用いた大電力用整流回路の研究」
回路シミュレーションおよび実験により、GaNショットキーバリアダイオードを用いた数十W級の
大電力マイクロ波入力に対する整流回路を研究した。周波数 2.45GHz、入力電力 20Wにおいて、実測
でのマイクロ波－直流変換効率 45.1% を達成した。
高等教育研究開発推進センター
小　澤　啓　太（小山田教授）「評価構造における単語間の関係性可視化に関する研究」
評価構造のグラフ可視化において指摘されてきた、ノード数の増加に伴う視認性低下と分析の効率性
低下という問題に対して、評価項目内の単語の頻度と単語間の位置関係を反映した可視化手法を提案し
た。ケーススタディを使った評価実験により、本手法の有効性を検証した。
高　見　円　仁（小山田教授）「時系列データを使った漁獲モデル開発に関する研究」
漁獲高予測モデル開発において、従来、時系列データが使われなかったため、過去の情報を取り込む
ことができなかった。この問題を解決するために、モデル開発にあたり、漁獲場所を通過する流跡線上
でサンプリングして作成した時系列データを利用した。数値実験により、提案モデルの有用性を検証し
た。
学術情報メディアセンター
梅　崎　雄二郎（中村（裕）教授）「機器操作体験映像の重畳提示に関する研究」
機器を操作する際の体験を映像で記録し、それを他の利用者や評価者にわかりやすく提示する手法を
検討した。特に、手による操作が複雑かつ多様性がある場合に、複数の体験を重畳して一覧性を高めたり、
比較しやすくする方法について提案した。
迫　　　匠一郎（中村（裕）教授）「 認知症者を対象とした笑顔と発話認識によるQOL評価システムの
設計」
認知症患者の様子を映像により観測し、その状態（Quality of Life）を評価するための基礎的な検討
と実験について報告した。患者に不安を与えないように観測するためのカメラ設定や、観測された映像
から笑顔を検出するための手法について提案した。
